
第３回ワークショップについて
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資料１

理想のライフスタイルの実現に必要な環境を考えよう



■ワークショップってなにをする？
■柏原駅周辺まちづくりワークショップの全体イメージ
■R６年度上市公園社会実験の様子
■第２回ワークショップの振り返り
〈質疑応答〉
■第３回ワークショップの進め方〈ワーク①〉
■第３回ワークショップの進め方〈ワーク②〉
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■ワークショップってなにをする？

定 義

■参加者が主体的に活動する場であり、体験型の講座やグループワーク、
研究を行う。
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■ワークショップってなにをする？

ハード・ソフト施策に関する事項

産官学等の多様な関係者の連携（エリアマネジメント）に関する事項

■対象地区のまちづくりに必要とされる都市機能や市民目線でのアイデア
について意見を取入れること

■柏原駅東地区のほか、駅西側の地区のまちづくりに関係する主体、本地区のま
ちづくりに興味をもつ個人や団体、教育機関等が連携する流れをつくること

■共通の課題解決に向けてアイデアを出し合い、実際に手や足、口を動かしなが
らお互いの考えについて学び、協働で目標達成へ向かうこと
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■柏原駅周辺まちづくりワークショップの全体イメージ

イメージ

●地区の長所短
所を考える

●活動に使える
公共空間を共
有する

●まちの人たち
にとっての理
想の暮らし方
を思い描く

●理想の暮らし方を実現するための環境を考える

いいところ
悪いところ 理想の暮らし方

活動できる
場所

第１回 第２回 第３回

●●（理想の暮らし）

●●のある

ができる

●●な場所

広場がある

座る段差がある

屋内のバック
ヤードがある

イスがある まちの賑わいを
歩いて楽しめる にぎやかな

談笑しながらくつ
ろいでいる人たち

がみられる
静かな

●●（例：商店街の通り）で
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■柏原駅周辺まちづくりワークショップの全体イメージ

イメージ

●環境をつくるための取組を
考える

第４回

・駅前広場をつくる
・公園を再整備する
・公共空間を使いやすくす
るための制度を設ける

行政が
できる
こと

社会実験で
試してみる

民間・
地域が
できる
こと

・オープンカフェを行う
・休憩用のイスとテーブル
を置く

・イベントを開催する
・空き家を活用する 等

・オープンカフェを実施
・テーブルとベンチを店前に
設置する

・ビアガーデン、マルシェを
開催する

・子どもの遊び場をつくる 等

・公園をイベント広場に設える
・道路を一定期間活用できる
場所として占用する

・テーブルベンチを設置する
等

●取組を見直す
●これから自分ができるこ
とを考える

第５回

●地区のアクションプラン
を考える

●４月からの動きを考える

第６回
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■ R６年度上市公園社会実験について

社会実験名称：「ライブラリーガーデン in上市公園」

■ 2024年11月10日日曜日（10:00~16:00）に開催

■ 『をかしわらマルシェ』、『清州フェス+１』も合同で開催

■ 柏原駅周辺のまちづくりとして、中心となる公園のあり方を検討する
ために実施
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■ R６年度上市公園社会実験について
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■ R６年度上市公園社会実験について

■来場者アンケート

Q.普段の上市公園と比べて居心地の良さはどうでしたか。

⇒９割の方が「居心地がよい」と回答

非常によい
63%

まあまあよい
27%

普段と変わらない
8%

あまりよくない
2%

よくない
0%
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■第２回ワークショップの振り返り

■ 「まちづくりゲーム」で理想の暮らし方のシーンを考えました
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■第２回ワークショップの振り返り

■ 日本都市計画学会関西支部特別委員会「ライフスタイルが紡ぐまち
のみらい研究会」が企画・制作したまちづくりゲーム

■ カードゲームのデータ・説明書は以下のQRコードから無償でダウン
ロードでき、自由に利用可能

ダウンロード用URL
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＜暮らしのシーンのイメージ＞

出典：まちのみらい研究会（特別委員会）事業報告資料（（公社）日本都市計画学会関西支部）

■第２回ワークショップの振り返り



タイトル
どんな人種の方も分け隔てなく交流し、地域社会で子を育てるまち

私は
アメリカ人の夫と小さい子どもを育てる育休中の30代日本人ママ です。
暮らしのシーン

使用したトレンドカード
・〈制度〉長期の育児休暇が当たり前になる
・〈土地利用〉持て余している場所を気軽にレンタルスペースにできる
・〈文化〉衰退しつつある文化や伝統の再大衆化

Miso
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理想の暮らしのシーンの紹介 子育て・交流

■第２回ワークショップの振り返り

3年間の育休期間を活用し、柏原駅前のおしゃれな市のレン
タルスペース（カフェ）で、1歳と3歳の我が子に「英語」に
触れられるイベント（国際交流の場）を開いています。この
イベントでは、地域に住む外国人やインバウンド（外国人観
光客）を招き、日本文化や伝統（着付け、みそづくり）を英
語で紹介し、子どもたちは英語で会話をしています。（外国
人移住者も増加しています。）
普段は時短勤務をしているママたち（14時～15時終業）も、

仕事終わりに集うことができます。

Kimono
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理想の暮らしのシーンの紹介 働き方・交流

■第２回ワークショップの振り返り

タイトル
仕事・交流がしやすい、住める！サードプレイス

私は
とある会社の社会人。地域の方と交流したい。
交流・コワーキングスペース兼居住地として使えるサードスペースがほしい人 です。
暮らしのシーン

使用したトレンドカード
・〈住まい方〉あらゆる趣味嗜好の人とのマッチングが可能になっている
・〈交流・コミュニティ〉手軽に居住地を替えることが可能に
・〈働き方〉在宅ワークが一般化する

いつ：季節問わず
どこ：少し駅から離れた住宅街・商店街

（空き家・空き店舗）
だれ：社会人
なに：マッチング・仕事

2拠点でのサブスクリプションサービスも展開され、在宅ワークも広まり、会社へ行か
なくても働ける。そして交流のニーズが高まっているため、ここに行けば皆に会える！仕
事ができる！しかも住める！



②ビジョンシート

①資料２ 理想の暮らしのシーン集

※トレンドカード

STEP １
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■第３回ワークショップの進め方〈ワーク①〉

「理想の暮らしのシーン」を振り返る

使用ツール
第２回ワークショップで出た「理想の暮らしのシーン」をまとめた資料

「どのような主体が」「いつ」「誰と」「何をしている」シーンであるか
を書きまとめる用紙

トレンドカード ビジョンシート

今起きつつあるまたは主流化すると予想される未来におけるライフスタイルや価値観の
トレンド、技術・制度などを14のカテゴリーで整理したカード

前回出された理想の暮らしのシーンを見直して、参加者でしゃべりながら
どのようなシーンがあったのかを把握します。



シンキング＆共有

01 新たに「理想の暮らしのシーン」を考えたい方はトレンドカード
を用いてビジョンシートに理想の暮らし方のシーンを記入します。

02 ビジョンシートとトレンドカードをもとにメンバーに向けて共有
します。
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■第３回ワークショップの進め方〈ワーク①〉

〈ビジョンシートの一例〉

STEP ２



STEP ２

②ワークシート

※柏原駅周辺マップ

①資料２ 理想の暮らしのシーン集

STEP １
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■第３回ワークショップの進め方〈ワーク②〉

実現したい「理想の暮らしのシーン」を選ぶ

使用ツール
第２回ワークショップで出た「理想の暮らしのシーン」をカテゴリ別に分類

「場所」「暮らし方」「環境」「状態」を書きまとめる用紙

ワークシート

理想の暮らしのシーンを実現するための「環境」を考える

柏原駅周辺マップ



STEP １

○○（例：上市公園）で

理想の暮らしのシーンを実現するための「環境」とは？
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■第３回ワークショップの進め方〈ワーク②〉

STEP ２

実現するためには

広場がある

座る段差がある屋内のバックヤード
がある

イスがある まちの賑わいを
歩いて楽しめる 人が多くにぎやかな

食を楽しみながら
休む人たちがみられる静かな

❶場所 ❷暮らし方「理想の暮らしのシーン」を
実現したい！

○○のある ❹状態 ○○な場所❸環境

が必要です！

店がある



STEP １

○○のある

理想の暮らしのシーンを実現するための「環境」とは？
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■第３回ワークショップの進め方〈ワーク②〉

STEP ２

公共施設の前に広場
がある

ステージがある芝生がある

街灯がある

❸環境

<考える空間の広さ>

建物

施設とその敷地、その周辺にある
道路空間

建物の敷地 道路・川・公園



STEP １

○○のある

理想の暮らしのシーンを実現するための「環境」とは？
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■第３回ワークショップの進め方〈ワーク②〉

STEP ２

オープンカフェとし
て使える空間がある

お店の前にベンチ
がある

街灯がある

❸環境
歩行者専用エリア

がある

噴水があるスポーツができる
エリアがある

周辺にお店が
たくさんある

1Fにテイクアウト
できるお店がある飲食店がある

緑がある



STEP １

○○な場所

理想の暮らしのシーンを実現するための「環境」とは？
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■第３回ワークショップの進め方〈ワーク②〉

STEP ２

❹状態

<状態のイメージ>

❶人の属性、人数

❷活動の種類

❸空間の特徴

・屋外で遊ぶ子供たちが多いような
・少人数で落ち着いて休めるような

・友人たちと落ち着いて談笑できるような
・そこに行けば何か交流が生まれるような

・日差しが温かい
・子どもたちの元気な声が聞こえるような
・緑を少しでも感じることができるような

友人たちと落ち着いて
談笑できるような

少人数で落ち着いて
休めるような

緑を少しでも感じる
ことができるような



STEP １

○○な場所

理想の暮らしのシーンを実現するための「環境」とは？

21

■第３回ワークショップの進め方〈ワーク②〉

STEP ２

SNS映えするような

清潔感のある隠れ家のような

おしゃれで落ち着いた

❹状態

日差しが温かい

１人でも快適なゆっくりできるような

子どもの元気な声が
聞こえるような



グループメンバーへ共有
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■第３回ワークショップの進め方〈ワーク②〉

STEP ３

グループ内で各自発表をしていただきます。

STEP ４ 共有・振り返り

各テーブルの代表者より発表していただきます。
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